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技術の概要

３．技術の効果

２．技術の内容

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

道路ののり面は大量の雨が降ると、地下水位の上昇やのり面が飽和状態となり地盤が緩み法面
崩壊の恐れがあります。しかし、従来行われている排水対策工は施工機械が大型であるため、機
械搬入等を考慮すると施工箇所に制約がある状況です。
また、従来の排水パイプ打込み工法は、対象地盤が当初の予想以上に硬質や礫質を含んだ地盤
では排水パイプの貫入が困難になることがありました。

浸透水による法面等の崩壊防止を目的とした排水パイプを設置する技術で、先行掘削後に排水パ
イプを打込む工法で、塩化ビニール管・ポリエチレン管等合成樹脂管や金属管等の排水パイプが
設置可能です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式） ※別紙２

国の機関　　　　　　　　　　　　　　０．０ｍ　（九州　　　　０．０ｍ　、九州以外　０．０ｍ　）　
自治体　　　　　　　　　　　　　　　 ０．０ｍ　（九州　　　　０．０ｍ　、九州以外　０．０ｍ　）　　　
民　 間(高速道路会社)　　 　５２４．９ｍ　（九州　　５２５．９ｍ　、九州以外　０．０ｍ　）　　　

３．技術の効果

・機械が軽量・コンパクトなので狭小な現場でも機械搬入や設置・移動が容易となり、従来は施工で
きなっかた地域での対応が可能となります。
・大規模な作業足場や搬入路の仮設が軽減されるため、従来機に比べ行程、費用、安全面で優位
です。
・先行掘削を行うことで礫混じり土、転石混じり土にも対応可能となりました。

４．技術の適用範囲

 ・施工対象地盤:粘性土、砂質土、礫混じり土、転石混じり土

５．活用実績



６．写真・図・表
【施 工 状 況】

機械設置

【施 工 手 順】

　　　　　　仕様
　　　　　　総重量：□１００ｋｇ（ドリルヘッド：４０ｋｇ・フレーム重量：６０ｋｇ分割式）　　□寸法：２,９９０ｍｍ×６００ｍｍ×６００ｍｍ
　　　　　　　　　　　□打撃数：１,８５０ｂｐｍ　　□排水パイプ径：φ４８～５０　　□標準施工長：３ｍ（最大４．５ｍ）　

先行掘削

排水パイプ打込

インナーロッド引き抜き

排水パイプ設置完了

機械移動・撤去

設置完了・機械移動


